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福祉と伝統工芸 のもの づくりの可能性



“My New Traditional Collection” selected by Koji Takahashi

ワークセンターかじまの土／土、常滑山土　鯉江明提供／土、鬼板　鯉江明提供／土
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　人が古くから続けてきた、ものをつくるという

当 たり 前 の 行 為 を、つくり手 や 使 い 手、環 境、

素 材、持 続 性 など、さまざまな 視 点・立 場 から

見直す動きが、各地で生まれています。

　そんななか、福祉×伝統工芸の可能性に着目し、

新しいものづくりのあり方や伝統工芸の可能性を

模索していくプロジェクト「NEW TRADITIONAL

（ 以下ニュートラ ）」に 取り組んできました。

　各地の工房を巡り、ものづくりの担い手と対話

を行う「リサーチツアー」や、桑を植え蚕を育て、

繭 から糸をひくまでを手仕事とする「お蚕さん

プロジェクト」。外部のディレクターとともに個人の

まなざしから 新 たな ニュートラを 発 見 する「わ

たしのニュートラ展」、使い手や伝え手、研究者ら

との意見交換 など、調査や実践を通して、これか

らのものづくりに取り組むうえでの多くの刺激を

もらいました。

　多 様 な 人 と 関 わり 合 いながらものをつくる

過程 において、道具やそれを使う手つき、素材、

環 境などへの向き合い方を話し共有しながら、

形を起こすこと。わたしたちは、そのようなもの

づくりの 営 みのなかにこそ、新 しい 伝 統 の 芽 が

あることを予感しています。

　本誌は、ニュートラの実践のなかで 培われた

思 考や言葉 、イメージを発信するメディア です。

これからの 伝統とは何か。ものづくりのあり方と

暮らしはどう関 わるの か 。いろいろな 人 たちと

一緒に、考えて いくことができれば 幸いです。
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伝統的なもの づくりの 現在を探究するべく、2020 年 10月

から12月にかけ、各地のつくり手を訪ねるリサーチツアー

を実施。たんぽぽの家のスタッフや 福祉施設に携わるアー

ティストとともに、ものづくりの現場を訪ねた。産地の文化

や素材に触れるなかで 感じたことを、Good Job! センター

香芝 の森下静香 が綴っていく。

鯉江明さんのアトリエ（愛知県常滑市）

水野製陶園 ラボ（愛知県常滑市）

　ツアーコーディネートをお願いした デザイナー

の高橋孝治さんとホテルで待ち合わせ、最初に

案内してもらったのはホテルの屋上から見える

常滑のまち。なだらかな丘の反対側にはボート

レ ー ス 場、その 向 こうは 海。ここで つくられた

陶製品が船で運ばれ各地に渡ったことを教えて

もらい、これから2日かけて巡る土地の奥行きを

体感したような気持ちになる。常滑は、1,000 年

続く日本六古窯 のひとつ「常滑焼 」の産地であ

り、高度経済成長期には土管の生産で栄え、現在

はタイルや衛生陶器の生産拠点として知られる。

高橋さんにはメーカー から卸問屋、作家の工房

まで幅広く案内いただいた。なかでも印象に残る

のは、天竺にある陶芸家・鯉江明さんの アトリエ、

そして建築家の水野太史さんが運営する建築陶器

メーカー水野製陶園のラボだ。

　車窓の外のセラミック工場や土・石が積まれた

資材置き場を眺めながら移動する。常滑は工房や

メーカーが近い範囲に点在するまちだ。竹林に

囲まれた鯉江さんのアトリエに到着し、庭に案内

空間をつくること。障害のある人とそんな挑戦も

できるのかもしれないとわくわくした。

尾州のカレント 新見本工場（愛知県一宮市）

　12月上旬、織物の一大産地・尾州へ。コーディ

ネーターは、長年、織物と障害のある人の仕事を

つなぐ活動に携わるNPO法人motifの井上愛さん。

数 週 間 前、「とにかく本気の人たちが 集まるサー

クルがある」と、電話で 教えてくれたのが 尾州の

カレントだった。聞くと、メンバーは地元繊維企業

の若手社員。週に一度集っては、産地の魅力発信

のため のアイデアを交換し、ものづくりに 挑んで

いるという。

　名古 屋 から 車 で 1 時 間 ほど かけて 一 宮 へ 。

カレントの 拠点・新見本工場 のある木玉毛織株式

会社に向かう。尾州には、産地の最盛期に建て

られたノコギリ屋根の機屋 が 至るところにあり、

カレントの拠点も木玉毛織 の機屋跡を間借りした

形だ。場内には 生地見本 や 製品、ワークスペース

が整い、ショールームとも部室とも 言えるような

雰囲気 が漂っている。

　「日本 に 洋服が普及して100年。いまが 一番の

危機かもしれない 」と代表の彦坂雄大さん 。新

型 コロナウイルス（COVID -19）は 繊 維 産 業 にも

大きな影響を与えている。それでも「本当に必要な

服の生産や流通のあり方を考えるチャンス」と

語 る姿には、産地の未来を担う覚悟が滲んだ。

彼 らの活動軸は、“ まずは触れてもらう”ことに

ある。なかでも「びしゅうの ◯◯ 」は、季節や場

面に合わせてメンバーが 上質な 布を選び、協力

工 場で縫製することで日常的に着られる服を

してもらう。促されるまま雑草を押し分けると、

足元には剥き出しになった粘土質の地層がある。

これが常滑の、生の土の姿だ。「素材を知り尽く

している人が形をつくる」、高橋さんは鯉江さん

の作品を見ながら言う。アトリエには、焼成前の

さまざまな器が並んでいた。この後、父・良二さ

んと築いた薪窯で焼き上げるそうだ。鯉江さんは

地域の人が裸足で土を踏み、感触を楽しむワーク

ショップなども行っている。自然のなかの土も端正

な皿になる土も同じであることが新鮮に思えた。

　翌日は水野製陶園へ。広大な敷地にトタンの

工場棟や陶製ブロック造りの事務所が立ち並ん

でいる。創業は1947 年。水野さんいわく、戦後、

高度経済成長期の建設ラッシュによる最盛期を

経て工業化しながらも、“ やきもの” の風合いに

こだわりながら、機能的なレンガ・タイルを生み

出 してきた。2014年に始動したラボでは、その

やきものについての基礎技術の高さに可能性を

見出し、オーダーメイドの陶製品を手がけている。

棚や壁にはタイルの色見本が並び、豊かな色合い

や光沢、釉薬が織りなす独特の模様が一片一片に

浮かんでいる。手のひらに収まるものから大きな

提 供する企画 。このとき見せてもらったのは、

ウールやジャカード 織りのズボン。彦坂さんに

生 地の特徴をうかがいながら、気づけば、その

場にいる全員が注文していた。

お蚕さんプロジェクト（奈良県香芝市）

　帰路、車窓から見える山並みを眺めながら、

ものづくりの根にある素材を育む産地のあり方や

形にするつくり手のことを振り返った。

　GoodJob!センター香芝（以下、GJ! センター）が

この 3年取り組む 活動に「お蚕さんプロジェクト」

がある。GJ! センターを利用する障害のある人た

ちとともに 桑を植え、お蚕さんを育てている。

作 業 室を清め、日本在来種の小石丸を迎え入れ

るのは 6 月。はじめは ケシ の 実 のように 小 さい

お蚕さんが桑の葉を食べ、日に日に大きくなるの

は不思議で愛おしい。毎日葉をあげ、その成長を

みんなで 見 守った。養蚕はお蚕さんの命をいた

だく営みでもある。自分たちの手でさなぎの入った

繭を煮て、糸をひく。お蚕さんの供養のために、

京都の蚕ノ社（木嶋神社）や葛城市の棚機神社へ

お参りに行ったことや、お蚕さんのうたをつくった

こともあった。思えばこうした 歩みも、私たち自身

の自然との 関わり、広くは 生き方をとら え直す

旅のようなものかもしれない。

　各地で出会った実践者の手や態度から、自分

たちの足元にこそ、ものをつくるきっかけ や伝統

を育む 地盤があると気づかされる。今後も、地域

にある素材や歴史、文化をものづくりに 生かし、

現代の暮らしへとどうやってつないでいくかを

考えていきたい 。

※リサーチツアーは、日本財団の助成により実施しました
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自身の役割を見出し、
新しい点を打っていく

‒「NEW TRADITIONAL（以下、ニュートラ）」とい

う言葉の意味 や 可能性を議論する本プロジェクト。

ニュートラと聞いてどんなことを考えましたか？

　僕の仮説としては、ニュートラって「人」だと

思っているんです。どういうことかというと、例え

ば、常滑の朱泥急須。これは、ひと昔前から暮らし

の 定番アイテムになっています。その背景には、

この急須を最初に仕掛けた人がいる。江戸時代

中 期頃から中国から滑らかな土を使った茶器

（朱泥急須）が日本へと入ってきたんですが、そこ

で、常滑陶業中興の祖といわれる鯉
こい

江
え

方
ほうじゅ

寿が中国

の文人・金士恒を招聘し、独自に研究していた

地元のつくり手たちに当地の工法を伝習させた。

方 寿はその後、土管を発明し量産を指揮して、

広く日本の近代化にも貢献しています。この人

こそ「 ニュートラ」ですよね。産地におけるもの

づくりの文脈 に、質の高い点を打つことで、それ

が現代の産業にまで連

なっている。

‒「質 の 高 い 点」とは、

次代に響くもの・ことをつ

くること。それを仕掛ける

人こそニュートラだと。

　 そうです。「新 たな 点」

を打ち、それが形式・様式

化され、あるものは 伝 統

工芸として受け継がれながら、さまざまな人の暮

らしに浸透していく。僕がデザインをするときに考

えているのも、同じ視点です。常滑を拠点にしてい

ると、方寿のように質の高い点を打った人たちが

過去にいて、それによって産地が成り立ってきた

という大きな流れがくっきりと見えます。そこでどん

な新しい 点が 打てるか。

‒常滑におけるものづくりの文脈に、自身の立ち

位置を見出しているわけですね。高橋さんの、もの

をつくる前提 のひとつはそこにある。

　常滑がやきものの産地として現在まで持続で

きたのも、その時々のニュートラが数世紀ごとに

点を打ち、新たな様式を築いているからこそだ

と思うんです。僕はそれを1,000 年続く窯元のあ

る産地 ＝六古窯 に 関わるなかで 強く感じました。

時代の要請に産地が応える、ある種の節操のない

ものづくりによって 成り立ってきた部分もある。

そんなことを考えながら、今回の「わたしのニュー

トラ」展 では、新 たな 形 式・様 式 を生み 出して

いくだろう人 たちに 関わってもらいました。

土と向き合い、“つくる”を発見する

‒「わたしのニュートラ」展では、常滑の福祉施設

のメンバーや企業、つくり手との協働が、漉き紙や

タイル、染布などのテストピースや 商品になりまし

た。プロジェクトが始動した経緯を教えてください。

　2017年から常滑市社会福祉協議会の仕事を受

けて、「就労支援施設での地産商品の開発」という

ミッションをもらったのがきっかけです。「福祉」の

領域にもう少し入り込んで進めたいと思い、2018年

からは週一で「ワークセンターかじま」に勤めはじ

めました。デザイナーとはじめて仕事をする人が

大半で、僕自身も福祉や就労支援施設のことをよく

知らないこともあって、この3年ほどは、ものをつくっ

たり絵を描いたりして利用者の人たちやケアスタッ

フと関わり合い、お互いのことを知っていくような

期間でしたね。そんな地道な関係づくりを進めてい

たからこそ、今回の「障害のある人の表現と伝統工

芸の相互発展」というニュートラのコンセプトと展

示のお話をいただいたとき、正直お受けするか迷

いました。じっくりとでき

ないまま煮詰まっていな

いものを “良く”見せるよ

うなことはしたくなくて。

ただ同時に、自分が暮ら

す地域のやきものの仕事

と、福祉の関わりに接点

を見出したいという想い

もありました。

　 プロジェクト に 踏 み

切ったきっ かけは、ワ ー

クセンターかじまの環境整備で、敷地に転がってい

た電
でんらんかん

纜管（ケーブルを保護するための陶器）を利用

し た柵 づくりでした。常滑のあちこちで、土管や

焼酎瓶などやきものの不良品を再利用しているの

を見ていて、「よし」って。でも電纜管は 60cmくらい

あるんですが 、めちゃくちゃ重たい 。柵を支えるに

はも っ と 軽 くて 小 さい 束 石 で 十 分 でしたが、そ

れを 基 礎 として 据 えるため、同じくらい 穴 を 掘

りました。そうしたら 粘 土 層 に 当 たったんで す。

思 わず、施 設 長 の 桜 庭 さんに「粘 土 出 ました！ 」

と報告しましたよ（笑）。今回の展示に参加しても

ら っ た 陶 芸 家 の 鯉 江 明 さんにも 土 を 見 せたら、

「うちの土と似てる」って。そのときに、施設でとれ

た土を素材にものをつくっていくのは 面白い！と、

商品のアイデアや 利用者さんと楽しくもの づくり

をするイメージが湧いてきて。この体験を思い返す

なかで 決心 がついたんですね。

‒ 身近なところに、ものをつくるきっかけがある。

　そう思います。僕自身、ここ数年は ディレクター

やコーディネーター業が 続いていて、プロダクトデ
収録：2021 年 1月 31日（日）、2 月 1 日（月）
場所：INAX ライブミュージアム 土・どろんこ館（愛知）

デザイナー・高橋孝治 ディレクションのもと、

2021 年 1月に開催された「わたしのニュー

トラ」展 。高橋は、2016 年 から 拠点を愛

知県・常滑に移し、製陶業に関わる仕事を

しながら、2017年より六古窯日本遺産活用

協 議 会 のクリエイティブディレクター に 着

任 。常 滑 焼 を含む 1, 0 0 0 年 続くやきもの

の 産地を見てきた。また、同時期に地元

の 福祉施設との 協働 をスタート。そんな

彼が考える、ものをつくる上 での 新しさ、

そして 伝 統とは 何だろうか 。

Interview

インタビュー：高橋孝治

足下 にある素材の

豊かさが、

わたしたちの

アイデアとなる

Interview

わたしのニュートラ展では、朱泥急須と土、土で染められた知多
木綿がセットで展示された

photo: Shungo Takeda

photo: Hidenao Kawai
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たかはし・こうじ
株式会社良品計画の生活雑貨部企画デザイン
室を経て、2015 年に愛知県常滑市に移住。常
滑を拠点に企業や団体とプロジェクトを進行。
2016〜 2018年、常滑市陶業陶芸振興事業推進
コーディネーター。2017〜2019 年、六古窯日本
遺産活用協議会クリエイティブディレクター 。 

ザインの仕 事 をほぼしていなか っ たので、粘 土 が

出て自分で「つくりたい」欲求を無視できない状況

になったのも良かった。あと、鯉江明さんのお父

さんで、陶芸家の鯉江良二さんに一度門前払いを

受けた経験も大きいです。というのも、六古窯の

プロジェクトで 生前の良二さんにインタビューする

機会があって。真っ先に「（やきものを）掘ったこと

あるか？」と聞かれたんですね。「ないです」と答え

たら「出直してこい」って。後日、明さんに連れられ

て知多半島をめぐり、いろんな場所で土に触れた

経験は僕のなかですごく大事。良二さんにもあら

ためてその経験を報告して、取材できたんですが、

彼らから学んだのは、考え方だけでなく目の前に

ある「素材 」からクリエイションが はじまっている

ということ。ものの 形に目を向けてきた自分にとっ

てショッキングなことでもありました。

産地に共有されているものを、
見える形にしていく

　「素材」に目を 向けると

同時に、大前提としてある

のが地 球 環 境への配慮。

科学が進んで地球の資源

が有限だとわかったいま、

ものをつくる人に 求めら

れる最低限 のエチケット

ですよね。それをふまえ、

時代に合ったつくり方で

未来に投げかけるものを

つくる人こそ 重要だなと。ニュートラ の 展示に 関わ

るみなさんもそうですが、例 えば六古窯のひとつ、

備前焼のつくり手・木村肇さんもそのひとり。

‒ 本誌（p.16）にも、木村さんのワインカップとす

り鉢、スパイスミル が入っていますね。

　一見突飛なアイデアに 感じる焼き締めのワイン

カップも、ジョージア発祥 のワインが 素焼きの 瓶

で 仕込まれ、同じく素焼きのカップで 飲まれて

いたことにならっている。それを踏まえてワイン

をつくっている人が 現代にいるんだから、その

人たちのワインを 受け止めるものも素材 に近い

焼き締めでいいんじゃないかという発想ですね。

加えて話すと、「備前焼」は岡山県の伊部地 区

−備前焼発祥地域の粘土を使い、薪窯で焼い

たやきもののことを指しますが、江戸時代から

高価な茶道具として重宝されてきた歴史があり

ます。いまでは、限られた資源を見越してつくる

量を抑えつつ単価を上げ、窯元やつくり手自身

が直売している。それを価値のあるものだと使い

手が考えて購入しているんですね。僕はそんな

備前焼（の状況）を、近代の工業化を経て生産量

や規模が膨らみ過ぎた産地の、淘汰されたある

べき姿のひとつとして見ています。木村さんは、

備前焼の先人がつくったルールや質の高い点を

咀嚼しつつも、ワインカップのように 伝統を更新

するような 仕事をされている。この人はニュート

ラですよね。

‒いまの時代に合うやきもののあり方を探りつつ、

もともとどう扱われていたのかを 俯瞰して考えて

いる、ということですよね？

　中世まで遡って、そのときのユーザーは誰だっ

たのか、もしかしたら 神 様 だったんじゃないか。

そういうことを妄想しつつ、いま何が可能かをも

のをつくりながら 示しているように見える。繰り

返しになりますが、木村さん含めたニュートラた

ちから僕が学んだのは「 素材 」との向き合い方

です。形はどうあれ、その土地の土でつくられて

いるとか、素材の物語が内包しているものにこ

そ 魅力を感じていて。やきものは、土地そのもの

じゃないですか。だから今回の展示では、やきも

のになる前の土や、染め

上がった土の色など、目

の前にある素材の豊か

さを見せているんです。

‒会場でもおっしゃって

いましたが、新しいことは

していない。

　そうですね。展示会に

来てくださった陶業関係者のみなさんも、土で

染まると色 が 落ちないというのは日常的に 実感

していて、それを福祉施設との取り組みのなかで

用 いたことを 評 価 してくれました。産 地 では、

特に言う必要もないほど当たり前 に 共有されて

いる 知 識 だからこそ、今 回 のようにあらためて

見える形にしたことで、「土で染める」っていう

ことが 逆に 新しく見 える。例えば、昔の家屋は

すべて自然素材でできていて、その土地でとれ

る土を 壁などに 塗り込んでいることが当たり前

でした。そうした昔の人たちの営みは、いまでは

途 切 れてしま っ たように 見 えますが、それらを

素材と向き合ってつなぎ 直すことが、新しい点

を打つこと、ひいてはニュートラへ と導 いてく

れるのかもしれません。

ワークセンターかじまの敷地で掘り出された粘土

photo: Shungo Takeda

“My New Traditional Collection” selected by Koji Takahashi

陶製釘／炻器、陶製タイル 水野製陶園製／炻器、陶製ドアノブ Rosenthal 製／炻器

photo: Shungo Takeda



ワークセンターかじまの制作
記録 ／ 利用者さんたちとつ
くった 試作

日本 モザイクタイル（ 丸安 ）と
利用者さんとつくったタイル

土器焼き

水野太史さん（水野製陶園）と
利用者さんとつくったタイル

色んな陶土を染めて漉いて
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2020 年 5月 の 粘土発掘からはじまり、はじめ

ての陶土染め、新年の土 づくり、紙漉きワーク

ショップ、タイルメーカーとの 協働などをまと

めた 記 録 写 真 を 展 示。撮 影 は、常 滑 で デザ

イン事 務所を営む 河合秀尚さん。ほかにも、

それぞれの 取り組みを通してつくられた テス

トピースも展示された。

常滑市内や知多半島、ほかのやきもの産地の土

を用いて、知多木綿の晒しを染め、紙に漉き

込んだ 際のテストピースを展示。素材となる土

の色味を生かし、やきものだけではない素材の

可能性を見える形にした。

焼き上がった白いタイルに、鮮やかな色の釉

薬やパステル、鉛筆型の陶芸用の絵付け道具を

用いてワークセンターの利用者が絵付けを行っ

た。その後再び大きなトンネル窯で焼成し仕上

げた。粘土製造の丸安・伊奈幸洋さんが計画か

ら焼成までを担当。丸テーブルは常滑焼問屋の

丸よ小泉商店からのオーダーで、木工職人の

谷本和也さんと高橋さんが協同製作したもの。

ワークセンターの敷地から掘った粘土を、陶土

に仕立てて形づくり、「土・どろんこ館」どろん

こ広場にて小さな窯をつくり焼成。会期中に

公開制作として 耐火レンガを積み、ドーム状の

粘土の屋根を被せたなかで焼成する、原初的な

やきものづくりの工程を見せた。制作は、陶芸

作家・鯉江明さんを講師に、関係者が実施。

焼き上がった土味のあるタイルと、独自に調合

したさまざまな釉薬と泥を用いて、ワークセン

ターの利用者が絵付けを行い、水野製陶園で

再び焼き上げた。建築家・水野太史さんによる

常滑新市庁舎の陶壁などの習作、自身の仕事も

含め、今回協同製作したタイルの空間構成を

水野さん自らが手がけた。

A

A

F

B C

D E

B

D

F

E

C

期間：2021年1月22日（金）〜31日（日）

会場：INAX ライブミュージアム 土・どろんこ館 1 階

　　　企画展示室 （愛知県常滑市奥栄町 1-130 ）

主催：文化庁、一般財団法人たんぽぽの家

協力：常滑市社会福祉協議会、ワークセンターかじま、

　　　デイセンター おおそ、日本モザイクタイル 株式会社 、

　　　有限会社 丸安、水野製陶園ラボ、株式会社水野製陶園、

　　　鯉江明、TOKONAME STORE、有限会社 丸よ小泉商店、

　　　梅原タツオ、とこなめ 焼協同組合、河合秀尚、

　　　TOALHANT、株式会社LIXIL、INAXライブミュージアム

素材となる陶土、素材から生まれたやきもの、

素材で染めた知多木綿を1 組に、常滑のものづ

くりを紹介。土練機で押し出されたタイル 用土

や、大壷のために足練りされた田土など、成形・

焼成前の陶土の状態を会場へ持ち込み、土の

持つ色味や質感と製品を見せる展示となった。

ワークセンターかじまの敷地で
掘った粘土 ／常滑の土、やき
もの、土で 染めた布

福祉とアート。ぼんやりと気になっていた両者の親和性につい
て、確かな手応えを感じる機会でした。作品からあふれ出る素
直でやさしい雰囲気が、それぞれの生い立ちの物語を語りかけ
てくるようで自然と笑顔に。慣れ親しんでいる常滑の土が意表
をつく姿で目の前に現れ、それでいて昔からずっとここにあるよ
うな懐かしさと安心感で満たされました。アートが人の多様性を
媒介するように、常滑の土とつくり手が集い、新たな可能性と出
会う場所、ミュージアム がそんな存在になれたら素晴らしいと
思います。（ 尾之内明美 ／ INAX ライブミュージアム館長 ） 

やきもの／ 陶土：甕（山源陶苑製 ）／工場で 精土された赤土、
常滑大壷／常滑の田土の足練り、便器（LIXIL製）／衛生陶器の
土（泥）、タイル（日本モザイクタイル製）／タイル用土（丸安製）、朱
泥急須（梅原タツオ作）／朱泥土　布：知多木綿 文晒（陶土染め）

敷地から粘土が 出 てくるなんて 思ってもみませんでした。粘土
が出てきても、私たちだとやきものに直結してしまうんですが、
染めたり漉いたりといった発想 は 高橋さんだからこそだなあと
感じました。普段利用者のみなさんは、黙々と生産性とか、効率
を求められながら収入を上げていくというところでがんばって
います。淡々とした作業が得意な人ももちろんいます。でも、
創 作的な活動をするとがらっと顔が 変わるんです。「やみつき
だわ～ 」という利用者さんの言葉が心に残っています。（桜庭
幸恵／ワークセンターかじま ）

弊館で行っている体験教室「光るどろだんごづくり」では道具を
使って真球になるまでタネを削り、色泥でお化粧をし、瓶を使って
磨きます。約1時間でどろだんごに光沢が生まれ大切な宝物に。
その宝物のタネをワークセンターかじまさんにつくっていただ
いています。今回、どろんこ広場で行った土器焼きでは、光るど
ろだんごを4 個入れてもらい“ 光る焼だんご ” をつくりました。
本の知識だけでなく実際にやってみて学ぶことの大切さに気づ
かされました。（磯村司／INAXライブミュージアム 土・どろんこ館 ）

常滑における「福祉×伝統産業」という新しい 試みの企画で
あったうえに、入口からインパクトがあり「常滑の土 、やきもの、
土で染めた布」の 3 要素を象徴的に見せていたのが 印象的 で
した。ワークセンターかじまの利用者さんが手がけたタイル作品も
勢いがあり、色の出方も絶妙でその愛らしさにとても驚かされま
した！　何よりこのテーマの企画を「土・どろんこ館」で開催で
きたこと、常滑の土の可能性を感じものづくりの一端に触れられ
たこと、たんぽぽの家のみなさんと知り合えたことが大きな収穫
でした。（ 髙橋麻希／INAXライブミュージアム 土・どろんこ館 ）

タイルとビビッドな色の釉薬を用意して、あとは自由に描いても
らいました。絵付けで一番感じたのは、みなさん描くときの迷い
がないこと。今回は、焼き上がったものをもう1回焼いています。
普段は量産していて、やきものの質感や味わいといったものを
なかなか出せないのが悩みでもありますが、今回たくさん新しい
発見があり、ありがたかったです。（伊奈幸洋／有限会社丸安 ）

あえて酸化金属の釉薬を選びました。金属の反応で発色するの
で味わい深い色が出ますが、塗ったときと焼き上がったときの
色の変化が大きいんです。今後、発色の変化をわかったうえでコ
ラボレーションすると、もっととんでもないことになるはずで
す。フ ァ ー ストコンタクト でここまでのものができるんですか
らね。デザイナーやアーティストと一緒に制作することもあり
ますが、感覚としてはまったく同じで、今回描いていただいたみ
なさんも作家として見ています。（水野太史／水野製陶園ラボ・
水野太史建築設計事務所）　

土からやきものに変わっていくさまを体感できるのが土器焼き
です。素焼きをせずに、乾燥した生の作品のまま焼いています。
人が日常のなかで触れられる温度帯のなかで火や土の変化を
感じてもらいたいんです。焼くときに起きる割れのリスクや、ど
こから乾いていくのか、火に当たるとどうなるのか、そういった
変化がよくわかるんですね。（ 鯉江 明／陶芸家 ）

野焼きというのもいろんな定義がありますが、私たちは外で土を焼き
固めることを野焼き、あるいは土器焼きという風に呼んでいます。
土の素材感とか、土からやきものへの変化みたいなことを意識して
やっています。土のドームにだんだん愛着が湧いてくるんですよ。
壁に新聞紙の文字がうつっていたり、壁に粘土を当てたからこその
形が面白かったりする。自分たちで土を焼くことを実感できるのが
野焼きや土器焼きですね。（佐藤一信／愛知県陶磁美術館副館長）
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 ニュートラ日誌
2020 - 2021

ものを つくる・伝える・広げる多種多様な担い手 たちと
出 会 い、そのなかで 見 えてきたこと、語 られた 言 葉 を、
たんぽぽの家のスタッフが 記録していく。

Document

2020. 5.21（木）〜

6 . 3（水）～

暮らしのなかに 取り入れられる
商品を考える

お蚕さんプロジェクトスタート

　春日大社から「障害のある人の仕事につなげても

らいたい 」との 想 いで、「あたらしい・はたらくを・

つくる福祉型事業協同組合 」へ寄贈された境内の

杉を使い、Good Job! センター香芝（以下、GJ! セン

ター ）で商品開発を行いました。ディレクションは

奈良の高畑にある「空櫁 」店主の五井あすかさんに

お 願 いすることに。空 櫁 は 日 常 を 豊 かにする 道 具

と器を取り扱うお店です。神威ある杉材の魅力を

どう使い手に伝えるか、“ 祈りや祝い” の要素を、ど

のように暮らしのなかに取り入れていくのか。五井

さんと商品化の検討をするなかで、行きついたアイ

デアが燭台と重箱でした。Nakajima Woodturning 

Studio の中島信太郎さんにウッドターニング製法

による燭台の制作を、APPLE JACK の小林清孝さん

には楕円型の重箱の制作を協働していただきまし

た。GJ! センターの障害のあるメンバーとも染めや

オイル仕上げのレクチャーを受けて、生地の色味や

風合いの変化を学びました。（藤井克英 ）

　GJ! センターでは3 年前より蚕を育ててきました

が、今年ははじめて500 頭を超える「小石丸」がやっ

てきました。そこから 約 1 ヵ月 にわたり、「お 蚕 さん

日誌」をつけ、GJ! センターのメンバーとスタッフで

育てました。7 月に入りたくさんの繭になり、収繭と

いう繭を収穫する作業に。この間に蚕について学ぶ

機会を持ったり、絵やイラストに表現したり、お蚕

さんを供養する京都太秦の「蚕の社」に供養のお参

りにも行きました。7 月 7 日には染織の儀式を行い、

蚕のうた「ritual of kaiko」もつくりました。お蚕さん

を育てることを通して、養蚕や染織の歴史や文化に

ついても触れる機会になりました。（森下静香）

実例 づくり（春日大社境内の杉）／ 奈良

実例づくり（お蚕さんプロジェクト）／奈良

5.26（火）〜 6.22（月）

ヒアリング調査を実施
　4 月に緊急事態宣言が発出され、たんぽぽの家や

GJ! センターも一時的に閉所したり、メンバーにも在

宅での仕事をお願いしたりと仕事にも暮らしにも変

化がありました。そうしたなかで、ニュートラのアド

バイザリーボードのみなさんがいま何を考え、これ

から何をしようと思っているのか、それぞれの実践

や考えをもとに話を聞く機会を持ちました。全員で

集まって話をしたいところでしたが、社会的な状況

を鑑みて、オンラインで実施。ライフスタイルが急

激に変化したなかでの発見や、Web を活用したチャ

レンジの構想など、どの方からも前向きな話があっ

たのが印象的でした。（中島香織 ）

「ニュートラオンライン聞き取り」／奈良

アドバイザリーボード：加藤駿介（NOTA&design 代表）、白水高広
（株式会社うなぎの寝床代表）、水野大二郎（京都工芸繊維大学 
KYOTO Design Lab特任教授） 、守屋里依（ippo-plus）

お蚕さんプロジェクト
Instagram

D
ocum

ent

“My New Traditional Collection” selected by Koji Takahashi

備前すり鉢　一陽窯（木村肇）作／炻器、備前ワインカップ　一陽窯（木村肇）作／炻器、

備前スパイスミル　擂粉木　一陽窯（木村肇）作／炻器、山椒

photo: Shungo Takeda
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11.26（木）

10 . 19（月）〜2021. 2.2（火）

2021.3.17（水）～ 3.19（金）

ものづくりを通して
自然との関係を学ぶ 

リサーチツアー＆
オンライン報告会の実施

ててて商談会に出展

　春日大社境内の杉から生まれた商品の完成報告と

して、春日大社の社殿に燭台や重箱をお供えして、

GJ! センターのメンバーや制作に関わった関係者で

参拝しました。玉串をささげて感謝の気持ちを伝え、

祈ったのは、商品が多くの人の手元に届き長く愛さ

れるようにということ。春日山の傾斜地に建立され

ている社殿の歴史や建築様式をご案内いただき、豊

かな自然との関係性も学びました。燭台とともに販

売 するろうそくづくりに 地 元 のみつろう 素 材 を 使

い、和蝋燭に用いる伝統素材と製法を体験しながら

商品の制作を行いました。商品をつくる過程でもあ

らためて地元奈良の豊かな地域資源や、そのなかで

ものづくりをしている人たちとのつながりが生まれ

たように感じます。（藤井克英）

　伝統工芸、伝統産業の産地をまわり、新たな視点

でものづくりや発信に取り組む事例を調査し、福祉

の現場にも生かしていけるような視点を見出すこ

とを 目 指 しました。また、本 来 であれば 参 加 者 を

募って実施する予定でしたが、新型コロナウイルス

（COVID-19）の感染拡大の影響のため、事務局（たん

ぽぽの家やGJ! センタースタッフ）を中心に少人数

でのツアーとし、映像記録を充実させ、後日、オン

ラインによるトークセッションを実施しました。

　昨年度、実例づくりのひとつとして取り組ん

だ「NEW DANTSU」。「植え込み」という緞通の

補修技法を教わりながら、約1年ぶりに、山形

の福祉施設くららのメンバーに協力いただき

制作しました。職員の方からは、米沢緞通・滝

沢工房の緞通は地域が誇る産業であること、

その一端を担っているということを意識して

丁寧に取り組むよう、アドバイスも。そうしてつ

くられたものをどう市場へとつなげるか。ひと

つの試みとして、渋谷で行われた「ててて商談

会」に出展。NEW DANTSUのほか、燭台やGood 

Job!の張り子など、ニュートラでつくったもの

に触れてもらいながらバイヤーを含む来場者

と語り合い、現在のものづくりの潮流やコミュ

ニティと出会う機会となりました。（藤井克英）

参加：加藤駿介（NOTA＆desin 代表）、白水高広（株式会社うなぎ
の寝床代表）、永田宙郷（ててて協働組合 共同代表 ）、水野大二郎

（京都工芸繊維大学 KYOTO Design Lab 特任教授 ）、守屋里依
（ippo plus ）　スーパーバイザー：多田智美（編集者）

リサーチツアー
・常滑（愛知県）：有限会社丸よ小泉商店、有限会社山源陶苑、鯉江明さんの

アトリエ、有限会社丸安、ワークセンターかじま、INAX ライブミュー
ジアム、水野製陶園ラボ

・有松・嗚海、尾州（愛知県）：ニコニコハウス鶴里、有限会社こんせい、
Aya Irodori 、cucuri、有限会社絞染色 久野染工場、木玉毛織株式会
社、尾州のカレント、末松グニエ文さん、葛利毛織工業株式会社

・越前、鯖江（福井県）：山次製紙所、ろくろ舎、丸廣意匠

オンライントークセッション
・「焼き物の産地 常滑から考える」
　登壇：高橋孝治（デザイナー）、前川紘士（アーティスト）、福森創（工

房しょうぶ統括主任）、岡部太郎、森下静香
・「絞り染めの有松・鳴海、織物の産地 尾州から考える」
　登壇：彦坂雄大（尾州のカレント代表）、井上愛（NPO 法人 motif 代

表）、浅野翔（合同会社ありまつ中心家守会社共同代表）、坂本栞、森下
静香、岡部太郎

・「和紙の産地・越前、漆器の鯖江から考える」
　登壇：酒井義夫（ろくろ舎）、藤井克英、図師雅人、平松克啓、森下静香

実例づくり（春日大社境内の杉）／奈良

事例調査／愛知、福井、オンライン

見本市への出店／東京

9 . 19（土）

3 . 22（月）

3 . 24（水）

商品の魅力を伝える写真 

視覚に障害のある人による郷土玩具の鑑賞 

つくる・伝える・使う・使い続けるこ
とをめぐって語り合う

　EC サイト「障害のある人の表現とものづくり」の制作・運営を

GJ! センターが担当しました。これまで、EC サイト「GOOD JOB 

STORE」も、メンバーと一緒に制作・運営してきましたが、今回

はまったく違うイメージのデザインになるということで、商品写

真の撮影方法から見直しました。普段は白いバックで撮影するこ

とが多いのですが、撮影担当のメンバー伊藤誠一さんとGJ! セン

ターのいろいろな場所で試し撮りをし、深みのある写真になるよ

うに試行錯誤しました。例えば面談室や静養室など、意外な場所

で撮影した写真の光の入り方が良かったり、新たな発見がありま

した。商品ごとに、より良く撮れる場所を見つけて撮影すると

いう体験は、私たちにとって大きな刺激になりました。次に撮影

する商品がやってくるのが楽しみです。（安部剛 ）

※本 Web サイトは日本財団の助成を受けて制作しました

NEW DANTSU 「えのぐのじゅうたんバナナ」

　「GJ! センターに山響屋とドンタク玩具社がやってくる」を、

美術家で視覚に障害があり、鍼灸師でもある光島貴之さんに鑑

賞してもらいました。はじめに光島さんにドンタク玩具社の創

作玩具である新型のこけしを触って鑑賞してもらいました。従

来のこけしのイメージとは違うさまざまな形や、伝統的なろく

ろの 手 法 を 用 いてつくられている 技 術 の 痕 跡 を 手 で 触 ること

で、こけしをつくる技術も確かめることができたようです。次に

山響屋の全国から仕入れられた木や土、紙などさまざまな素材

を用いた郷土玩具を鑑賞してもらいました。郷土玩具は日本の

風土や文化から生まれ、厄除けや、五穀豊穣など祈りや願いが背

景にあることも多く、そうした背景についても話しながら鑑賞

を楽しみました。郷土玩具は、一つひとつにつくられた背景があ

り、願いが込められています。そうした背景を知ることも郷土玩

具に触れる楽しみであることを実感しました。（森下静香）

　昨年 5 月、個別に話を聞いた人たちに、あらためて

オンライン上で 一堂に会してニュートラの取り組み

を報告。この1 年を振り返りながら、6 名のみなさんの

近況をお聞きしました。まず共通してみなさんが感じ

ていたのは、障害のある人がものづくりに関わってい

たり、環境に配慮した素材を使っていたりというよう

な、ものづくりの背景を伝えることは、いまやスタン

ダードになってきているということ。あるいは、あえ

て伝える必要すらない場合もあるということでした。

だからこそ背景を抜きにした、ものそのものの力や、

一度使われたもの、古くからある技術との組み合わせ

が注目される。それが 私たちが立っているものづくり

の現在地なのだと思いました。では、ニュートラで製

作した商品を、地域や地球環境に目を向けながら、ど

のように価値づけ、発信していくのか。ものを使い続

けること、ものの魅力を伝えること、あるいは伝えす

ぎないこと、もともとあ っ たものを 見 直 すことなど、

今後のニュートラを考える上で、たくさんのヒントを

得ました。（中島香織）

ECサイトの開設／奈良

バリアフリーの取り組み／奈良

ニュートラ会議／奈良

photo: N
atsum
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※リサーチツアー＆オンライン報告会は 日本財団の助成を受けて
　実施しました
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Words ニュートラ 語 録 ものづくりに関わる多様な人たちとの

議論を通して出てきた言葉の数々。

伝えようとしすぎているのではないか。
―白水高広（うなぎの寝床）

ものを売るときに、その背景や周辺情報も伝えることが前提と
なっているいま、ものそのものの力が問われている。産地や障害
のある人の関わりなど、ものの周辺情報を伝えることに違和感が
出てきたときに、その違和感を許容しながら更新し続けることが、
NEW TRADITIONALの、NEWなのではないか。またそのNEWとい
うこともどのくらいのスパンでとらえるべきなのかと、自身の活動
も振り返りながら問いかけた。（2021年3月 ニュートラ会議にて）

いびつで自然な状態が人工的につくられている。そこ
に、新しい美的価値判断のようなものが出てきている。
ー 水野大二郎（京都工芸繊維大学KYOTO Design Lab 特任教授）

ゴミや廃棄物とされていたものも含めて循環させていくことを考えたとき、均質なも
のをつくることにこだわるだけではなくて、不均質で違和感があるものが、かえって愛
でられるのではないか。ものづくりのなかで、自然を循環させようと力を注いだ結果、
素材がちぐはぐだったり、いびつな感じがしたりすることに、いまや消費者もネガティ
ブにとらえないようになりつつある。そんな状況に、これからの可能性があると語った。

（2021 年 3 月 ニュートラ会議にて）

頭 と 手 が 連 動 していると、
グッと仕事になる。
―酒井義夫（ろくろ舎）

ろくろ舎としての作品制作のほか、個人の
表現として器の範囲を超えた仕事を行う
酒井さん。福祉と他分野の協働に限らず、
知 識 と 身 体 の 行 き 来 の 大 切 さを 語っ た。

（2020 年 1 月 オンライントークセッション
「和紙の産地・越前、漆器の鯖江から考える
― 障害のある人の表現と伝統工芸の発展と
仕事づくり ― 」にて ）

使い続けられるもの
も、はかないものも、
自分にとっては同じ
価値がある。
ー 守屋里依（ippo plus）

自身のギャラリー運営を振り返りなが
ら、災害や感染症など、大きな出来事
があったときに、それでも人が美しい
と感じることに時間を割いたり、心を
配ったり、心がふるえたりするのかど
うかが試された1年だったと話す。長
く使えるものも、食べてなくなってし
まうようなものでも、ものをそこに置
く、そこにあるだけで世界が変わる。
そういったものを自分は届けたいと
いうことをより強く感じたと話した。

（2021年3月 ニュートラ会議にて）

未来はいつも本来のなかにある。
―永田宙郷（ててて協働組合共同代表）

漆や和紙など、いわゆる伝統工芸はもともと環境負荷が低い。
つまり、いまものづくりの世界で話題になっているサステナビ
リティは伝統工芸にとって、何百年も前から当然のようにあっ
た姿勢だった。人類が未来に求めているものは足元にあった、
というのは大きな喜びであるとともに、それをいまの文脈に整
えることが、伝え手・支え手・つなぎ手の役割ではないかと話
した。（2021 年 3 月 ニュートラ会議にて）

手
の
ひ
ら
か
ら
生
ま
れ
る
新
し
い
祈
り
の
形
。

―
五
井
あ
す
か（
空
櫁
）

春
日
大
社
境
内
の
杉
を
用
い
た
商
品
制
作
の
相
談
で
訪
問
し
た
と
き
に
、

五
井
さ
ん
か
ら
尋
ね
ら
れ
た
の
は
、「
燭
台
は
使
い
ま
す
か
？
」
と
い
う

こ
と
。
思
い
も
寄
ら
な
い
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案
に
驚
き
、そ
し
て
祈
り
を
何
ら
か
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商
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具
現
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く
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か
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全
然
違
う
も
の
が
来
た
と
き
の「
ア
タ
リ
！
」感
。

―
瀬
川
信
太
郎（
山
響
屋
店
主
）

郷
土
玩
具
を
発
注
し
、届
い
た
箱
を
開
け
て
み
る
と
、ち
ょ
っ
と
頭
が
へ
こ
ん

で
い
た
り
、前
に
見
た
も
の
よ
り
も
太
っ
て
い
た
り
す
る
も
の
が
届
く
こ
と
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あ
る
。
そ
う
い
っ
た
も
の
が
来
た
と
き
の
喜
び
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何
と
も
言
え
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、む
し

ろ
で
き
る
だ
け
、
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し
違
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い
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ま
で
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瀬
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人
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つ
く
っ
て
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え
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人
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魅
力
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神
秘
的
で
落
ち
着
い
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。
私
は

杉
で
お
重
箱
や
燭
台
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つ
く
ら
せ
て
も
ら
っ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
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ま
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の
な
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思
っ
て
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ま
し
た
。

―
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村
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菜
（G

ood Job! 

セ
ン
タ
ー
香
芝
メ
ン
バ
ー
）

燭
台
な
ど
の
完
成
を
報
告
す
る
た
め
に
春
日
大
社
を
訪
れ
た
後
の
感
想
。
燭
台
と

と
も
に
販
売
す
る
ろ
う
そ
く
づ
く
り
を
担
当
す
る
西
村
さ
ん
は
、
玉
串
を
さ
さ
げ
、

本
殿
に
隣
接
す
る
萬
葉
植
物
園
で
ス
タ
ッ
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と
も
に
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な
植
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い
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日
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も
障
害
の
あ
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な
し
に
関
わ
ら
ず
バ
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フ
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ー
な
温
か
い
絞
り
染
め
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し
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い
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た
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で
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―
近
藤
弥
栄
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有
限
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社
こ
ん
せ
い
）

伝
統
の
有
松
・
鳴
海
絞
を
現
代
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
形
で
提
案
し
、地
元
の
社
会

福
祉
法
人
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コ
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コ
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ス
の
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害
の
あ
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に
も
仕
事
を
委
託
し
て
い
る
。

言
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だ
け
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囲
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や
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と
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を
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こ
と
も
。

障
害
の
あ
る
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と
の
関
わ
り
か
ら
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

（
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0
2
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年
1
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メ
ー
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に
て
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全
員
に
理
解
さ
れ
る
と
い
う
の
は
難
し
い
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う
す
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な
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ほ
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―
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O
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）

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
取
り
組
み
が
増
え
る
な
か
、あ
え
て
そ
の
正
反

対
の
こ
と
を
し
た
か
っ
た
。
滋
賀
と
い
う
土
地
に
い
る
自
分
た
ち
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
、よ
り
深
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
何
か
と
考

え
、展
覧
会
に
合
わ
せ
て
冊
子
を
3
冊
制
作
。社
内
で
撮
影
か
ら
製
本
ま

で
す
べ
て
を
担
い
、10
年
後
で
あ
っ
て
も
、誰
か
に
見
て
も
ら
え
る
の
で

は
と
期
待
し
て
い
る
と
話
す
。す
べ
て
の
人
に
向
け
て
で
は
な
く
、興
味

を
持
っ
て
い
る
人
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、そ
こ
か
ら
広
が
っ
て
い

く
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語
っ
た
。（
2
0
2
1
年
3
月 

ニ
ュ
ー
ト
ラ
会
議
に
て
）

“My New Traditional Collection” selected by Koji Takahashi

はごめ／綿、酒袋 ／綿・柿渋、醤油袋／綿

photo: Shungo Takeda
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ものをつくり、伝え、届け、使う、
これからのものづくりの生態系

これから のもの づくりこれから のもの づくり を 考 える 4 つ の 視 点を 考 える 4 つ の 視 点

Insight

––山形を拠点とするデザイナー、福祉施設、緞通生産者によるプロジェクト山形を拠点とするデザイナー、福祉施設、緞通生産者によるプロジェクト
「NEW DANTSU」の取り組みを行うなか、感じたことを教えてください。「NEW DANTSU」の取り組みを行うなか、感じたことを教えてください。
　昨年から地域の福祉施設や工房でワークショップを実施し、関わる人たちの

個性を生かした商品開発を行っています。私は各所をつなぐコーディネーター

として参加。分野を横断していろんな人が関わる取り組みだからこそ、役割の

重要性を再認識しました。例えば、デザイナーの提案に対し、福祉施設側は遠慮

して「それでいいですよ」と受け入れてしまう。そうすると、なぜ施設の利用者が

関わっているのか、この取り組みで何を大切にしたいのかがぼやけてしまい

ます。いろんな人が関わる＝全員が妥協点を探す必要があるときに、ただその

場を丸く収めるのではなく、各々の持ち味をどう生かせるかが重要です。

––活動を行っていくなかで、協働するための課題が見えてきた。活動を行っていくなかで、協働するための課題が見えてきた。
 　社会と関わるとき、「下請け」に従事することが多い福祉施設は、生産性を求

め、正解と不正解、適合と不適合など「ゆらがない」ための基準を設け、支援する

ことがあります。今回、デザインのルールは決めつつも、ゆらぎ・遊びの幅を持た

せることができました。また、個々の持ち味を生かしつつ、お互いの価値に気づ

けたのも大きな成果です。実はいま、彼らの協働が次の商品開発へつながり

つつあります。山形の小さな圏内で実現できたことの価値は大きいと思います。

––コロナ禍において、いま感じていることを教えてください。コロナ禍において、いま感じていることを教えてください。
 　「利他性」「利他主義」に気づくようになってきたこと。これはコロナ禍で生

まれた新しい感覚です。ものづくりも、自分だけが売れてお金を儲けるという

ことではなく、他人を幸せにする、他人のために祈るといったことが重視され

ていくと思います。また、自由でいられない状況や死ぬことが急に身近になっ

たいまこそ、新たな思想が生み落とされるときです。室町時代の乱世に、茶道

や華道が生じ、それが現世に至るまで残っているように。

––あらためて「NEW TRADITIONAL」とは？あらためて「NEW TRADITIONAL」とは？
　日常生活を取り戻すにあたり、みんなが求めるものは何かとよく考えます。

イメージするのは、意味や合理性だけでは説明できない不思議なもの。それが

ニュートラのつくるものになる。僕は、伝統工芸とは愛と祈りだと考えています。

先日奈良で、室町時代の墓から副葬品として小さな犬のやきものが出土したそ

うです。「形見」とは、愛用してきた人の記憶が、姿が、ものを通して見える、そ

ういうもの。かつては形見も「贈与の循環」の一部だったわけですが、現代の

生活からは遠のいてしまいました。思うに、こうした「記憶」の消失が、現代人

の生を不安定にさせている。この記憶をどう復活させるのかという点に、今後

へのヒントがあるのではないでしょうか。

ニュートラに関わる実践者に聞く

–– 主宰されている「ててて協働組合」の活動について教えてください。主宰されている「ててて協働組合」の活動について教えてください。
　2011 年に「ててて協働組合 」という組織を立ち上げ、文化背景や素材や

技術へのこだわり持ったものづくりを軸としながら、つくり手・使い手・伝え

手が共鳴し合える場づくりを行っています。その一環として、年1～2回「て

てて商談会」を開催しています。コロナ禍で売り手と伝え手、買い手の対話や

実店舗での販売機会が減っていますが、質量感や肌触りなどまだオンライン

では伝えきれないですし、単に利便性や効率性を高めるだけではない生活

の道具を大切に考えるバイヤーや使い手が増えてきていると思います。

––ものを販売するにあたって、いま求められていることは何でしょうか。ものを販売するにあたって、いま求められていることは何でしょうか。　　　　

　ものを販売する際に、急ぎ、使い続けるための仕組みや環境を準備するべ

きだと考えています。これまでは高級店や高級ブランドはアフターケアま

でが売りだったりすると思うのですが、これからは普段使いのものでもど

う使い続けていけるのかが価値となり、選ばれる条件になると思います。

　また、ててての活動では、polyphony（共鳴）とlinkage（縁）という言葉を

大切にしてきました。自らの固有性とものづくりの多様性を維持しながら、

自分たちなりの生態系をつくるようにつながっていくということです。そんな、

自社だけでなく他社や使い手・つくり手との関係づくりを意識したものづく

りが生き残っていくと考えています。

「伝統」からこぼれ落ちていく
手仕事に目を向ける姿勢・思想

たけだ・かずえ

1977年山形県山形市生まれ。東
北芸術工科大学デザイン工学部
卒業。学生時代にたんぽぽの家の
ボランテ ィ ア に 参 加 したことを
きっかけに、山形市の福祉施設で
働きはじめる。2012年から、一般
財団法人たんぽぽの家、NPO法人
エイブル・アート・ジャパンの東日
本復興支援プロジェクト東北事
務局として、障害のある人の仕事
づくり、芸術活動支援事業に携わ
る。2018年から、やまがたアート
サポートセンターら・ら・らコー
ディネーター。

じくはら・ようすけ
2015年、新 型 こけし・創 生 玩 具
などの デザインプロダクト を 開
発 する「ドンタク 玩 具 社」を 設
立。従来の郷土玩具の「新しいか
たち」を 提 案 している。あそび
のデザインをテーマに活動する
COCHAEのメンバー。民藝の根っ
こを丁寧に辿りながら、今日の美
術や工芸のありかを探る近著『ア
ウト・オブ・民藝』（軸原ヨウスケ・
中村裕太共著、誠光社、2019）も
注目を集める。

武
田
和
恵
さ
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に
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軸
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ケ
さ
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に

聞
く

や
ま
が
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ア
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ら
・
ら
・
ら

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
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ド
ン
タ
ク
玩
具
社
／
デ
ザ
イ
ナ
ー

現代が喪失した記憶を取り戻す
ものづくりにおける利他性播

磨
靖
夫
さ
ん
に

聞
く

一
般
財
団
法
人
た
ん
ぽ
ぽ
の
家
・

社
会
福
祉
法
人
わ
た
ぼ
う
し
の
会 

理
事
長

はりま・やすお
1942年 生 まれ。新 聞 社 記 者、フ
リージャーナリストを経て、市民
運動として「たんぽぽの家」を設
立。障害のある人の芸術活動支
援に従事し、アートと社会の新し
い 関 係 をつくる「エイブル・ア ー
ト・ムーブメント（可能性の芸術
運動）」を提唱。平成21年度芸術
選奨文部科学大臣賞(芸術振興部
門)受賞。

永
田
宙
郷
さ
ん
に

聞
く

プ
ラ
ン
ナ
ー
／
て
て
て
協
働
組
合

ながた・おきさと
福岡県出身。金沢 21 世紀美術館

（非常勤）、デザイン会社等を経て
現職。「ものづくりをつくる」を
コンセプトに、伝統工芸から先端
技術まで数多くの事業戦略策定と
商品開発に従事。2012 年よりつ
くり手と使い手と伝え手をつなぐ
場として「ててて商談会（旧てて
て見本市）」を共同主宰し、販路
まで含めたつくり手の支援と環境
づくりを行う。

Insight

収録：2021年3月13日（土）  

収録：2021年 2月19日（金）

収録：2021年3月24日（水）

収録：2021年 2 月26日（金）

––軸原さんは、郷土玩具や民藝などの伝統を伝える活動をされてきました。軸原さんは、郷土玩具や民藝などの伝統を伝える活動をされてきました。
　いまある「伝統」は、時の流れのなかで勝ち残ってきたものですが、重要なの

は、残らなかったものにも目を向けることだと思います。戦前の趣味人や蒐

集家は、つくるのをやめていた工人さんを訪ねて、郷土玩具やこけしなどを再

製作してもらうことが多々ありました。また、郷土玩具が絶えてしまうという

危機感から「創生玩具運動」を起こした有坂与太郎という人もいます。伝統に

は根ざさないけれど、地元の素材でつくられた半分デザイン玩具みたいなもの

ですが、こういうものだってしばらく時間が経つと伝統みたいな顔をしていた

はず。「伝統とは何か」ということは、これからもっと考えなければいけないと

常々感じています。

––ニュートラもその定義を常に議論しています。郷土玩具もそうでしょうか。ニュートラもその定義を常に議論しています。郷土玩具もそうでしょうか。
 　「玩具は民藝か 」「玩具は工芸か 」という議論も盛り上がってきました。

言 うなれば、現在は「工芸の思春期 」のようなもの。ここからどう広がり、

分岐するか予想はつきませんが、より広く「工芸とは何か」が問われる時期が

訪れつつあるのだと感じています。たんぽぽの家の活動を拝見すると、マイノ

リティの立場から発信することと、手仕事の喜びとが両立していることに

驚きます。加えて、それを商品として流通に乗せている。伝統を残すかどうか

とは別に、手仕事の喜びを伝えることもとても重要な取り組みだと思います。

現代が喪失した記憶を取り戻す
ものづくりにおける利他性

「伝統」からこぼれ落ちていく
手仕事に目を向ける姿勢・思想

小さな循環のなかで協働し、
互いの価値を見出していく方法
小さな循環のなかで協働し、
互いの価値を見出していく方法

ものをつくり、伝え、届け、使う、
これからのものづくりの生態系
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ニュートラのWebサイトでは、Web限定
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と聞こえる音声もお楽しみください。
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のレポートやイベントのお知らせなど、

さまざまな記事をnoteで発信中です。
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した写真を、Instagram（@newtraditional_
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暮
ら
し
の
な
か
の

ニ
ュ
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ラ

自
然
と
の
交
感
に
よ
っ
て

生
み
出
さ
れ
る
も
の
た
ち

0 1

0 2

本誌は、令和 2 年度 文化庁委託事業「障害者による文化芸術活動推進事業（文化芸術による共生社会の推進を含む ）」の一環で制作されました。

　
我
が
家
の
ご
は
ん
の
器
は
や
ち
む
ん（
や
き

も
の
）が
多
い
。毎
日
使
っ
て
い
る
と
時
折
18
年

前
に
作
家
さ
ん
と
軒
先
に
座
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
ん
で
、
窯
を
見
せ
て
も
ら
っ
て
、
笑
っ
た
時

間
を
思
い
出
す
。光
の
揺
れ
や
、土
の
匂
い
や
、

穏
や
か
な
空
気
感
さ
え
も
戻
っ
て
く
る
。

　
旅
に
出
る
と
、景
色
の
違
い
、食
事
の
違
い
、

風
の
匂
い
の
違
い
が
普
段
感
じ
な
く
な
っ
て
い

る
心
の
部
分
を
刺
激
し
て
く
れ
る
。
違
い
を

知
る
こ
と
で
自
分
の
な
か
の
曖
昧
さ
が
広
が
る

こ
と
に
な
ぜ
か
安
心
し
た
り
も
す
る
。

　
時
間
が
ど
れ
だ
け
経
っ
て
も
納
得
し
て

選
ん
だ
好
き
な
も
の
に
触
れ
た
り
使
っ
た
り

す
る
と
、狭
ま
っ
て
い
く
曖
昧
さ
を
深
呼
吸
と

と
も
に
広
げ
直
せ
る
。「
モ
ノ
」
が
消
費
す
る

「
モ
ノ
」
か
ら
、
育
て
て
い
く「
も
の
」
に
変
わ

る
こ
と
で
豊
か
さ
を
感
じ
て
い
る
。

　
作
家
に
出
会
う
こ
と
は
旅
と
似
た
感
覚
を

味
わ
う
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
作
品
を
選
ぶ
と
き
、

喜
び
が
そ
こ
に
あ
る
。
背
景
に
あ
る
ス
ト
ー

リ
ー
で
は
な
く
、無
意
識
の
な
か
で
心
を
泳
が

し
て
ド
キ
ド
キ
し
た
も
の
を
選
ん
で
い
る
。

　
我
が
家
に
少
し
ず
つ
溜
ま
っ
て
い
く
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
。
そ
こ
に
は
、
障
害
が
あ
る
人
た
ち
の

作
品
も
当
た
り
前
に
混
ざ
り
合
っ
て
い
る
。

旅
を
す
る
こ
と
や
、作
品
展
に
足
を
運
ぶ
こ
と

　
私
は
、触
覚
的
な
手
仕
事
と
ニ
ュ
ー
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
と
い
う
一
見
相
反
す
る
よ
う
な
メ
デ
ィ

ア
を
組
み
合
わ
せ
、人
間
の
持
つ
感
情
や
記
憶
、

そ
し
て
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
も
と
に
し
た

身
体
性
の
回
復
と
距
離
の
超
克
を
テ
ー
マ
に

作
品
を
制
作
し
て
き
た
。

　
幼
い
頃
に
渡
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
広
大
な
砂
漠

地
帯
や
二
度
の
大
震
災
の
経
験
は
、大
自
然
の

な
か
で
の
我
々
人
間
の
存
在
の
小
さ
さ
と
、

他
者
と
の
関
係
性
を
無
く
し
て
は
存
在
し
え
な

い
こ
と
へ
の
心
細
さ
、そ
し
て
そ
の
見
え
な
い

つ
な
が
り
へ
の
愛
お
し
さ
を
私
に
抱
か
せ
、

そ
れ
ら
の
経
験
は
こ
れ
ま
で
の
創
作
の
源
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
近
年
は
京
都
の

豊
か
な
自
然
と
長
い
歴
史
の
記
憶
に
触
れ
る
な

か
で
、森
羅
万
象
の
相
互
的
な
関
連
性
を
意
識

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
2
0
2
0
年
11
月
に
料
理
家
・
船
越
雅
代

さ
ん
の
ス
タ
ジ
オ「Farm

oon

」で
行
っ
た
個
展

で
は
、食
材
の
欠
片
で
染
め
た
絹
布
と
そ
の
糸
で

つ
な
い
だ
ウ
ラ
ン
グ
ラ
ス
の
ビ
ー
ズ
、祖
父
の

記
憶
を
元
に
制
作
し
た
鉱
石
ラ
ジ
オ
で
構
成
さ

れ
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
を
発
表
し
た
。

ど
れ
も
19
世
紀
か
ら
20
世
紀
の
は
じ
め
に
生
ま

れ
、
現
在
は
忘
れ
去
ら
れ
つ
つ
あ
る
も
の
た
ち

だ
が
、石
や
植
物
な
ど
の
自
然
物
の
神
秘
的
な
力

文
・
森
口
誠

文
・
林
智
子

も
り
ぐ
ち
・
ま
こ
と

1
9
8
3
年
京
都
生
ま
れ
。園
芸
会
社
な
ど
を
経
て
社
会
福
祉
法

人
松
花
苑
な
ど
に
勤
務
し
た
の
ち
、2
0
1
7
年「
一
般
社
団
法
人

暮
ら
し
ラ
ン
プ
」を
設
立
。現
在
、代
表
を
務
め
て
い
る
。

は
や
し
・
と
も
こ

京
都
と
ロ
ン
ド
ン
で
染
織
を
学
び
、さ
ま
ざ
ま
な
国
で
科
学
、伝
統

工
藝
、料
理
な
ど
の
専
門
家
と
分
野
を
超
え
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、目
に
見
え
な
い
関
係
性
を
テ
ー
マ
に
作
品
を
制
作
。国
内

外
の
美
術
館
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
展
覧
会
に
参
加
。

（
一
般
社
団
法
人
暮
ら
し
ラ
ン
プ 

代
表
）

（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

ニ
ュ
ー
ト
ラ
を
さ
が
し
て

で
違
い
が
あ
る
こ
と
の
愉
し
さ
を
何
度
も
再

確
認
す
る
。
好
き
が
広
が
り「
も
の
」
を
通
し

て
人
を
知
り
、
自
分
を
知
り
豊
か
な
気
持
ち

が
育
つ
。

　
素
直
に
好
き
な「
も
の
」
を「
選
ぶ
」
こ
と
が

暮
ら
し
の
な
か
に
ニ
ュ
ー
ト
ラ
を
馴
染
ま
せ
る

一
歩
か
も
し
れ
な
い
。
新
た
な
概
念
が
、ど
の

よ
う
に
育
っ
て
い
く
の
か
を
愉
し
み
に
寄
り

添
っ
て
い
き
た
い
。

に
人
間
の
根
源
的
な
つ
な
が
り
へ
の
希
求
や
祈

り
を
託
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
た
ち
で
あ
る
。

　
私
の
ニ
ュ
ー
ト
ラ
は
そ
の
よ
う
に
自
然
物
と

人
間
と
の
交
感
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
も

の
た
ち
だ
。
そ
れ
ら
は
、
私
た
ち
人
間
に
見
え

な
い
さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
を
再
認
識
す
る

装
置
と
し
て
今
後
よ
り
一
層
必
要
に
な
っ
て

く
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

2020年、鉱石ラジオ（Farmoon、京都）

香川の鉄作家の鉄のフライパンと、それで焼いたフレンチトース
ト、やちむんの器、中ノ畑窯のカップ
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